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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開かれた状態、あるいは閉鎖された状態になるように位置することが可能なカバーを有
するハウジングを持つ携帯電子装置におけるキーパッドに接続された抵抗梯子スイッチン
グマトリクスをキャリブレートする方法であって、
　開かれた状態から閉鎖された状態に、前記カバーを移動させることによって、キャリブ
レーション要素の第１の接点を、基準電圧に接続させるステップと、
　前記キャリブレーション要素の前記第１の接点が、前記基準電圧に接続され、前記キャ
リブレーション要素の第２の接点が、アース端子に接続されたときに、前記キャリブレー
ション要素のキャリブレーション抵抗を判別するステップと、
　前記カバーが前記閉鎖された状態にある場合、前記キャリブレーション抵抗に応じて前
記抵抗梯子スイッチングネットワークからの信号をキャリブレートするステップと、
を具備することを特徴とする抵抗梯子スイッチングマトリクスをキャリブレートする方法
。
【請求項２】
　キーパッドに関連するボタンが一つも押下されていないとき、前記キャリブレーション
要素は、前記梯子スイッチングマトリクスの入力インピーダンスに対応する抵抗を有して
いることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記キャリブレーション要素は、抵抗を含んでいることを特徴とする請求項１に記載の
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方法。
【請求項４】
　前記携帯電子装置は、携帯電話であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記キーパッドは、前記カバーの外部に設けられ、
　前記キーパッドは、前記カバーが閉鎖された状態にある場合には、露出されることを特
徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記カバーを閉鎖された状態から開かれた状態に移動させることによって、キャリブレ
ーション要素の第１の接点を、基準電圧から減結合させるステップをさらに具備すること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　開かれた状態、あるいは閉鎖された状態になるように位置することが可能なカバーを有
するハウジングを持つ携帯電子装置におけるキーパッドに接続された抵抗梯子スイッチン
グマトリクスをキャリブレートする方法であって、
　前記カバーを開かれた状態から閉鎖された状態に移動させることによって、キャリブレ
ーション要素の第１の接点をアース端子に接続させるステップと、
　キャリブレーション要素の前記第１の接点が前記アース端子に接続され、前記キャリブ
レーション要素の第２の接点が基準電圧に接続されたときに、前記キャリブレーション要
素のキャリブレーション抵抗を判別するステップと、
　前記カバーが前記閉鎖された状態にあるとき、前記キャリブレーション抵抗に従って前
記抵抗梯子スイッチングネットワークからの信号をキャリブレートするステップと、
を具備することを特徴とする抵抗梯子スイッチングマトリクスをキャリブレートする方法
。
【請求項８】
　キーパッドに関連するボタンが一つも押下されていない場合、前記キャリブレーション
要素は、前記梯子スイッチングマトリクスの入力インピーダンスに対応する抵抗を有して
いることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記キャリブレーション要素は、抵抗器を有していることを特徴とする請求項７に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記携帯電子装置は、携帯電話であることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記キーパッドは、前記カバーの外部に設けられており、
　前記カバーが閉鎖された状態にある場合、前記キーパッドは露出されることを特徴とす
る請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記カバーを閉鎖された状態から開かれた状態に移動させることによって、前記アース
端子からキャリブレーション要素の第１の接点を減結合させるステップからなることを特
徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　開かれた状態、あるいは閉鎖された状態になるように位置することが可能なカバーを有
するハウジングを持つ携帯電子装置におけるキーパッドに接続された抵抗梯子スイッチン
グマトリクスをキャリブレートする方法であって、
　前記カバーを開かれた状態から閉鎖された状態に移動させることによって、キャリブレ
ーション要素の第１の接点を基準電圧に接続させ、キャリブレーション要素の第２の接点
をアース端子に接続させるステップと、
　キャリブレーション要素の前記第１の接点が前記基準電圧に接続され、前記キャリブレ
ーション要素の前記第２の接点が前記アース端子に接続されたときに、前記キャリブレー
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ション要素のキャリブレーション抵抗を判別するステップと、
　前記カバーが前記閉鎖された状態にあるとき、前記キャリブレーション抵抗に従って前
記抵抗梯子スイッチングネットワークからの信号をキャリブレートするステップと、
を具備することを特徴とする抵抗梯子スイッチングマトリクスをキャリブレートする方法
。
【請求項１４】
　キーパッドに関連するボタンが一つも押下されていない場合、前記抵抗キャリブレーシ
ョン要素が、前記梯子スイッチングマトリクスの入力インピーダンスに対応する抵抗を有
していることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記キャリブレーション要素が、抵抗器を含んでいることを特徴とする請求項１３に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記携帯電子装置は、携帯電話であることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記キーパッドは、前記カバーの外部に設けられており、
　前記カバーが閉鎖された状態にある場合、前記キーパッドは露出されることを特徴とす
る請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記カバーを閉鎖された状態から開かれた状態に移動させることによって、キャリブレ
ーション要素の第１の接点を基準電圧から減結合させ、キャリブレーション要素の第２の
接点を前記アース端子から減結合させるステップからなることを特徴とする請求項１７に
記載の方法。
【請求項１９】
　開かれた状態、あるいは閉鎖された状態になるように位置することが可能なカバーを有
するハウジングを持つ携帯電子装置におけるキーパッドに接続された抵抗梯子スイッチン
グマトリクスをキャリブレートする装置であって、
　前記カバーが前記閉鎖された状態にあるときに、基準電圧に接続される第１の接点と、
アース端子に接続される第２の接点とを有するキャリブレーション要素であって、前記カ
バーが前記開かれた状態にあるとき、前記第１の接点は前記基準電圧から減結合され、前
記第２の接点は前記アース端子から減結合されるキャリブレーション要素と、
　前記カバーが前記閉鎖された状態にあるときに、前記キャリブレーション要素のキャリ
ブレーション抵抗を判別し、前記カバーが前記閉鎖された状態にあるときに、前記キャリ
ブレーション抵抗に応じて前記抵抗梯子スイッチングネットワークからの信号をキャリブ
レートするマイクロプロセッサと、
を具備することを特徴とする装置。
【請求項２０】
　キーパッドに関連するボタンが一つも押下されていないとき、前記キャリブレーション
要素は、前記抵抗梯子スイッチングマトリクスの入力インピーダンスに対応する抵抗を有
していることを特徴とする請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記キャリブレーション要素は、抵抗器を含んでいることを特徴とする請求項１９に記
載の装置。
【請求項２２】
　前記携帯電子装置は、携帯電話であることを特徴とする請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記キーパッドは、前記カバーの外部に設けられており、
　前記カバーが閉鎖された状態にある場合、前記キーパッドは露出されること、
を特徴とする請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
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　前記閉鎖された状態から、前記開かれた状態に、前記カバーを移動させることによって
、前記キャリブレーション要素の前記第１の接点は前記基準電圧から減結合されることが
可能であり、前記キャリブレーション要素の前記第２の接点は前記アース端子から減結合
されることが可能であること、
を特徴とする請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　開かれた状態、あるいは閉鎖された状態になるように位置することが可能なカバーを有
するハウジングを持つ携帯電子装置におけるキーパッドに接続された抵抗梯子スイッチン
グマトリクスをキャリブレートする装置であって、
　開かれた状態から閉鎖された状態に、前記カバーが移動されることによって、キャリブ
レーション要素の第１の接点を基準電圧に接続させる手段と、
　前記キャリブレーション要素の前記第１の接点が前記基準電圧に接続され前記キャリブ
レーション要素の第２の接点がアース端子に接続されたときに、前記キャリブレーション
要素のキャリブレーション抵抗を判別する手段と、
　前記カバーが前記閉鎖された状態にある場合、前記キャリブレーション抵抗に応じて前
記抵抗梯子スイッチングネットワークからの信号をキャリブレートする手段と、
を具備することを特徴とする抵抗梯子スイッチングマトリクスをキャリブレートする装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、一般的に、抵抗梯子スイッチングマトリクスに関する。さらに、詳細には、
本発明は、例えば、携帯電話などのような携帯電子装置において、キーパッドを操作する
ために用いられる抵抗梯子スイッチングマトリクスに関する。さらに、詳細には、本発明
は、携帯電子装置中の処理回路にキーパッド抵抗梯子を接続させるキーパッドの接点上の
温度や酸化などのような動作パラメータにおける変動を補償するために、抵抗梯子スイッ
チングマトリクスをキャリブレートするための方法および装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　抵抗梯子スイッチングマトリクス（あるいは、ネットワーク）は当分野において周知の
ものであり、典型的には、電子装置中のキーパッドを動作させるために用いられる。この
ようなシステムにおいては、キーパッド上のボタンを押下することによって、基準電圧と
アース端子との間に一つ以上の抵抗器が電気的に接続され、その結果、固有の電圧がキー
パッド上の各ボタンを押下することに応じて、マトリクスの出力によって生成される。梯
子ネットワークによって出力された電圧信号の振幅を監視することによって、マイクロプ
ロセッサはユーザがキーパッド上のどのボタンを押下したかを判別することができる。
【０００３】
　梯子ネットワークによって出力された出力信号の振幅が、キーパッド上のどのボタンを
押下したかを区別するために用いられるため、ネットワークが適宜にキャリブレートされ
、その結果、マイクロプロセッサが、キーパッド上の訂正ボタンによってネットワークか
ら出力された各電圧を適宜に結合することができることが重要になってくる。困ったこと
に、抵抗梯子ネットワークの接点上の温度と酸化が変化すると、個々の各ボタンを押下す
ることに応じて、電圧の出力が変化してしまう。訂正が別の方法で行われて、これらの電
圧の変化を補償しない限り、マイクロプロセッサは、ユーザがどのボタンを押下したかを
正確に判別することはできないだろう。したがって、このような電圧の変化を補償して、
キーパッド上に適切なボタンによって梯子ネットワークから出力された各電圧を、マイク
ロプロセッサが正確に結合させることを確実にするためには、梯子ネットワークをキャリ
ブレートするために用いることができるシステムを有することが望ましい。
【０００４】
　特定の携帯電話（「フリップフォン」として知られる）や、ラップトップコンピュータ
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などの電子装置は、開かれたり、閉じられたりする可動なカバーを有している。フリップ
フォンの場合、抵抗梯子ネットワークとともに用いられるキーパッドは、このカバーが閉
まっているときは露出して稼働中となり、このカバーが開いているときは「隠れ」て非稼
働中となるように、可動なカバーの上にそれ自身が設置されてもよい。可動なカバーを有
するフリップフォンやラップトップコンピュータなどの電気装置とともに用いられること
に適している抵抗梯子ネットワークをキャリブレートするために用いることができるシス
テムが存在すれば、これは、特に望ましい。
【０００５】
　上述のような問題および欠点は、下記に述べるように、本発明によって解決することが
できる。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するため、次のような手段を講じている。
【０００７】
　すなわち、本発明は、開かれた状態、あるいは閉鎖された状態になるように位置するこ
とが可能なカバーを有するハウジングを持つ携帯電子装置において、キーパッドに接続さ
れた抵抗梯子スイッチングマトリクスをキャリブレートする方法および装置に関するもの
である。開かれた状態から閉鎖された状態にカバーを移動させることによって、キャリブ
レーション要素の第一の接点は、基準電圧に接続され、キャリブレーション要素の第二の
接点は、アース端子に接続される。キャリブレーション要素の第一の接点が、基準電圧に
接続され、キャリブレーション要素の第二の接点が、アース端子に接続されるとき、キャ
リブレーション要素に対するキャリブレーションの抵抗が判別される。キーパッドに関す
るボタンが、押下されない場合、キャリブレーションの抵抗は、抵抗梯子スイッチングマ
トリクスの入力インピーダンスに対応している。キャリブレーションの抵抗に応じて、カ
バーが閉鎖された状態であるとき、抵抗梯子スイッチングネットワークからの信号がキャ
リブレートされる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　参照符号がそれに対応する要素を識別している図面を用いて、以下発明の詳細な説明を
述べることで、本発明の特徴、目的および利点がさらに明白になるであろう。
【０００９】
　図１を参照すると、本発明による抵抗梯子スイッチングマトリクス１１０をキャリブレ
ートするためのシステム１００を示すブロック図であることが分る。図１に示す実施形態
において、本発明は、移動可能な携帯フリップフォンのカバー１２０上に設けられたスイ
ッチングマトリクスをキャリブレートするために用いられる。しかしながら、当業者であ
れば、これもまた開閉する移動可能なカバーを用いるラップトップコンピュータなどの他
の電子装置と接続して、本発明を用いることが可能であることを理解することができよう
。移動可能なカバー１２０は、好適には、キーパッドを含み、機械的ヒンジ（図示せず）
によって、旋回可能に、フリップフォンの基部１３０に結合される。機械的ヒンジによっ
て、カバー１２０は、開かれた位置と閉鎖された位置との間で、旋回または回転すること
が可能になる。キーパッドは、好適には、カバー１２０の外部に設けられる。その結果、
このカバーが閉じられた状態にあるとき、キーパッドがユーザに対して露出されて稼働中
となり、接点１４０および１４２は閉じられる。
【００１０】
　電子的な接点１４０および１４２は、移動可能なカバー１２０および基部１３０の上に
ある端子１４４、１４４ａ、１４６および１４６ａに接続され、移動可能なカバー１２０
が基部１３０に対して旋回するにつれて、接点１４０および１４２の相対的な位置が変化
する。特に、移動可能なカバーが閉じられた位置にあるとき、接点１４０が両方とも電子
的に互いに結合し、接点１４２が両方とも電子的に互いに結合する。これとは逆に、移動
可能なカバーが開かれた位置にあるとき、接点１４０は両方とも、電子的に互いに分離し
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、接点１４２も、両方とも、電子的に互いに分離する。このように、接点１４０は、移動
可能なカバー１２０が、閉鎖された状態に移動するとき、端子１４４を端子１４４ａに電
気的に結合させるように機能する。また、接点１４２は、移動可能なカバー１２０が、閉
鎖された状態に移動するとき、端子１４６を端子１４６ａに電気的に結合させるように機
能する。移動可能なカバー１２０が開かれた位置にまで回転するとき、接点１４０と接点
１４２は分離し、これによって、端子１４４は端子１４４ａから切断されることになり、
また、端子１４６は端子１４６ａから切断されることになる。
【００１１】
　梯子マトリクス１１０中のスイッチＳ１、Ｓ２…ＳＮは、カバー１２０上に設置された
電話のキーパッド上のボタン（図示せず）によって、接続され、作動する。移動可能なカ
バー１２０が、閉鎖された位置にあるとき、梯子マトリクス中の一つ以上の抵抗器Ｒ１、
Ｒ２…ＲＮは、スイッチＳ１、Ｓ２…ＳＮの一つを押下すると、アース端子を通して、基
準電圧に、選択的に接続される。このようにして、カバー１２０が閉鎖された位置にある
とき、キーパッド上のボタンの一つを押下することによって、押下されたボタンに関連す
る独自の電圧が、アナログ／デジタル変換器１５０に対して供給され、その後、マイクロ
プロセッサ１６０に対して供給される。マイクロプロセッサは、その後、マイクロプロセ
ッサ１６０に供給される電圧信号の振幅に基づいて、キーパッド上で押下されたボタンを
識別する。発明の背景に記載されているように、接点１４０および１４２上において、温
度変化や酸化が起こる結果、これらの電圧信号の振幅は変化する。
【００１２】
　図１に示されるように、本発明は、さらに、キャリブレーション要素１１５を含んでお
り、キャリブレーション要素１１５は、カバー１２０が閉鎖された位置にあるとき、基準
電圧に接続される一つの端子と、アース端子に接続される一つの端子とを有している抵抗
器（ＲＣＡＩ）として、成形されることが可能である。好適な実施形態において、キャリ
ブレーション要素は、図１に示されるような物理的な抵抗ではなく、単に、キーパッドに
関連するボタンが押下されていないときに、抵抗梯子スイッチングマトリクス１１０の入
力インピーダンスに対応する抵抗として表されている。他の実施形態においては、キャリ
ブレーション要素１１５は、物理的な抵抗器も含んでおり、このような場合、キーパッド
に関連するボタンが押下されていないときには、キャリブレーション要素１１５の全ての
抵抗は、物理的な抵抗器の抵抗と、抵抗梯子スイッチングマトリクス１１０の入力インピ
ーダンスに対応する抵抗とを加えたすべての抵抗と等しくなる。カバー１２０が、開かれ
た状態にあって、スイッチＳ１、Ｓ２またはＳ３が一つも作動していないとき、キャリブ
レーション要素１１５は、電圧をアナログ／デジタル変換器１５０に供給し、最終的には
、マイクロプロセッサ１６０にも電圧を供給する。ＡＤＣ１５０に供給された電圧を測定
することによって、マイクロプロセッサ１６０は、キャリブレーション要素１１５の抵抗
に対応するキャリブレーション抵抗を判別する。以下に詳述するように、このキャリブレ
ーション素子における変化は、接点１４０および１４２の温度変化と酸化の結果、時間を
経過して梯子ネットワーク中に現れる変化を追跡する。キャリブレーション要素１１５の
端子は、接点１４０および１４２を介して、それぞれ、基準電圧とアース端子に接続され
ているので、カバーが開かれた状態にあるとき、キャリブレーション要素１１５の端子は
、基準電圧とアース端子（グランド）から切断されることになる。
【００１３】
　好適な実施形態において、接点１４０および１４２は、新しくて、清潔であることにな
っており（例えば、梯子スイッチングマトリクスが設けられる電話、あるいは携帯装置が
新しい場合のように）、キャリブレーション抵抗が最初に測定されると、その値は、参考
のために格納される（「基準抵抗」）。その後、おそらく、接点１４０および１４２が消
耗したり、腐蝕したり、汚れたりした後、キャリブレーション抵抗は、例えば、カバー１
２０を開き、ＡＤＣ１５０に供給された電圧を測定することによって、再び測定される。
この時間的に経過した時点において、キャリブレーション抵抗は、接点１４０および１４
２の消耗によるなんらかの「付加的な抵抗」を加えた基準抵抗に対応するようになる。格
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納された基準抵抗から、後に、測定されたキャリブレーション抵抗を差し引くことによっ
て、マイクロプロセッサ１６０は、接点１４０および１４２が消耗した結果、回路に追加
された「付加的な抵抗」を判別することができる。梯子マトリクスが継続的に動作してい
るあいだ、マイクロプロセッサ１６０は、この「付加的な抵抗」の値を用いて、温度変化
や、スイッチの接触における酸化を補償するように、キーパッドボタンを押下するときに
受取られた抵抗を調整し、あるいは、キャリブレートする。一つの実施形態において、マ
イクロプロセッサ１６０は、キーパッドボタンを押下することに関連する測定された抵抗
から、まず、「付加的な抵抗」を差し引くことによって、このキャリブレーションを実行
し、いったん「付加的な抵抗」がキーパッドボタンを介して受取られた測定された抵抗か
ら差し引かれると、その後、マイクロプロセッサ１６０は、ルックアップテーブルと比べ
て調整された抵抗値を適合させることによって、調整された抵抗を、キーパッド上の特定
のボタンと関連付けようと試みる。
【００１４】
　本発明における一つの実施形態において、基準電圧は、３．３Ｖである。図１は、キャ
リブレーション要素１１５を物理的な抵抗として示しているものの、好適な実施形態にお
いて、キャリブレーション要素１１５の抵抗は、実際には、すべてのスイッチ、Ｓ１、Ｓ

２…ＳＮが開いている状態で、端子１４０および１４２にわたって測定される携帯電話に
おけるすべての要素の抵抗と等価の抵抗に匹敵する。この特定の実施形態において、キャ
リブレーション要素の等価の抵抗（ＲＣＡＬ）は、およそ、２１０ＫΩである。この実施
形態において、Ｒ１からＲＮの値は、ＡＤＣ１５０の能力と互換性があるように選択され
、また、残りの電話回路と互換性のある値を維持しているあいだ、電圧レベルを識別する
。ある特定の実施形態において、Ｒ１は１ＫΩであり、Ｒ２０（ＲＮ）は、２６１ＫΩで
あり、Ｒ２からＲ１９は、これらの値のうちのどこかに位置していた。Ｒ１からＲＮおよ
びＲＣＡＬの他の値（等価の抵抗）を、交互に用いることが出来ることが理解されよう。
さらに、キャリブレーション電圧を生成する他の回路要素、あるいは、回路装置が、基準
電圧とアース端子との間に接続されるときに、図１に示されるキャリブレーション要素１
１５の替わりに用いることが出来ることは、当業者であれば理解できることである。
【００１５】
　当業者が、本発明を成したり、あるいは用いることができるように、好適な実施形態に
ついて、上述の説明がなされている。これらの実施形態に対する種々の変更は、当業者に
とっては、容易で、かつ自明のことである。また、ここに定義されている一般的な原理は
、発明の機能を用いることなく、他の実施形態に適用することが可能である。このように
、本発明は、ここに示される方法および装置に限定されることもないものの、下記に挙げ
る請求の範囲からなる最大の範囲から逸脱することもない。
【００１６】
　以上、本発明を実施形態に基づき説明したが、本発明の思想の範疇において、当業者で
あれば、各種の変更例及び修正例に想到し得るものであり、それら変形例及び修正例につ
いても本発明の範囲に属するものと了解される。
【００１７】
　また、各実施形態は可能な限り適宜組み合わせて実施してもよく、その場合組合わせた
効果が得られる。さらに、上記実施形態には種々の段階の発明が含まれており、開示され
る複数の構成要件における適宜な組合わせにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実
施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解決しようと
する課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果の少なくと
も１つが得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による、抵抗梯子スイッチングマトリクスをキャリブレートするための
システムを示すブロック図である。
【符号の説明】
　１１０…抵抗梯子スイッチングマトリクス
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　１１５…キャリブレーション要素
　１２０…カバー
　１３０…基部
　１４０、１４２…接点（端子）
　１４４、１４４ａ、１４６、１４６ａ…端子
　１５０…デジタル変換器
　１６０…マイクロプロセッサ

【図１】
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